
 8月27日通常総会が開催されます、午前のESD研修会には大牟田ESDコン
ソーシアムから安田教育長さんをお招きし、ESD活動の紹介をいただきます

大牟田市は、市長を本部長として市全体でESDを推進する仕組みづくり
ができています。どのような活動が学校で行われているのか、どのように仕
組みが構築されたのかなど貴重なお話が伺えます。ぜひご参加ください。
また、午後には信州ESDコンソーシアムの構成団体の活動を総括し、今後
の活動方針を議論します。

◎午前10 時より12 時： ESD 研修会（無料公開）　信州大学教育学部大講義室
◎午後 1 時より 3 時：信州 ESD コンソーシアム通常総会
　信州大学教育学部中校舎 2 階

7月2
7月21日学びセンターで信州ESDコンソーシアムの紹介がされました

信州大学教育学部附属次世代型学び研究開発センターでは、実践的
指導力を持った教員の養成及び現職教員の研修を目的としており、年
に４回のフォーラムをおこなっています。今回は「ESD教育における
産学官共同の展開」として信州ESDコンソーシアムの取組を渡辺隆一
が紹介しました。多くの教員に参加いただき、近年教育現場にも浸透

し始めたESDについてその由来や現状、課題などについて紹介し、理解を進めることができました。

信州大学教育学部を受験生と父兄などに紹介するオープンキャン
パスにおいて信州ESDコンソーシアムの活動を紹介するパネルが展
示されました。参加者は1270名と多数でした、どれほどの受験生が
興味を持って見ていただけたでしょうか。

ユネスコエコパークの山ノ内町では，今年度よりすべての小中学校がユネスコスクールになり、
ESD活動に積極的に取り組んでいます。今回は南小学校より「ユネスコエコパーク・ESD・総合的な学
習の時間研修会」の依頼があり、先月に続き目白大学人間学部児童教育学科教授の石田好広先生に講
師をお願いしました。参加者は南小学校教員14名他山ノ内中学校より校長先生など4名もご参加い
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ただき計19名でした。研修では，ESDのこれまでの経緯と必要性，ESDの構成概念や重視する能力
や態度，グローバル・アクション・プログラム（GAP）と学校教育との関わり，新しい小学校学習指導
要領とESDとの関連，小学校での教科連携と地域の特色を活かしたESD実践，国連持続可能な開発
目標（SDGs）との関わりなど，盛りだくさんの内容について解説いただきました。さらに、南小では、
石田先生には、急遽ワークショップも構想いただき誠にご苦労さまでした。テーマは、「現在の児童
活動をESDカレンダーに落とし込む」というかなり実践的なもので、1時間という短い時間でしたが、
熱心な意見交換がおこなわれて、2学期以降のＥＳＤ活動にめどがついたと先生方には好評でした。
山ノ内の各学校はすでに来年2月3日の信州ESDコンソーシアム成果発表＆交流会に向けて実践活
動がスタートしており今から楽しみです。

8月3日山ノ内町教職員ESD/環境教育野外研修会が開催されました

「ユネスコエコパークの核心地域である志賀高原の信州大学志賀施設の自然観察路を踏査して、悠
久の森の魅力を実感するとともに、児童生徒の今後の教育実践の場としての活用をESDの視点から
探る」を目的として実施された。当日は天気も良く、16名の教職員を渡辺隆一・水谷瑞希が案内した。
学生時代に志賀施設での野外実習を受けた人もあるが当然その中身は忘れている。たっぷり1日の時
間をいただいたので、改めて志賀の自然の素晴らしさとその意味を理解していただけたようである。
ただ、園内での最後の下りでサルの群れに出くわしてしまった。通常なら団体が来ると逃げるのだが
ボス猿は寝そべり脅すと逆に威嚇してきた。サルは弱い者を襲うこともあり、児童などの引率の祭は
安全第一として遠回りではあるが止む無く別ルートを辿ることとした。サルに限らずクマやシカな
ど野生動物との共存は今後の大きな課題でもあることを実感させられた研修であった。

7月23日信州大学教育学部オープンキャンパスで信州ESDコンソーシアム
の紹介パネルが展示されました

７月25日山ノ内町南小学校でESD研修会が開催されました



 8月27日通常総会が開催されます、午前のESD研修会には大牟田ESDコン
ソーシアムから安田教育長さんをお招きし、ESD活動の紹介をいただきます

大牟田市は、市長を本部長として市全体でESDを推進する仕組みづくり
ができています。どのような活動が学校で行われているのか、どのように仕
組みが構築されたのかなど貴重なお話が伺えます。ぜひご参加ください。
また、午後には信州ESDコンソーシアムの構成団体の活動を総括し、今後
の活動方針を議論します。

◎午前10 時より12 時： ESD 研修会（無料公開）　信州大学教育学部大講義室
◎午後 1 時より 3 時：信州 ESD コンソーシアム通常総会
　信州大学教育学部中校舎 2 階

7月2
7月21日学びセンターで信州ESDコンソーシアムの紹介がされました

信州大学教育学部附属次世代型学び研究開発センターでは、実践的
指導力を持った教員の養成及び現職教員の研修を目的としており、年
に４回のフォーラムをおこなっています。今回は「ESD教育における
産学官共同の展開」として信州ESDコンソーシアムの取組を渡辺隆一
が紹介しました。多くの教員に参加いただき、近年教育現場にも浸透

し始めたESDについてその由来や現状、課題などについて紹介し、理解を進めることができました。

信州大学教育学部を受験生と父兄などに紹介するオープンキャン
パスにおいて信州ESDコンソーシアムの活動を紹介するパネルが展
示されました。参加者は1270名と多数でした、どれほどの受験生が
興味を持って見ていただけたでしょうか。

ユネスコエコパークの山ノ内町では，今年度よりすべての小中学校がユネスコスクールになり、
ESD活動に積極的に取り組んでいます。今回は南小学校より「ユネスコエコパーク・ESD・総合的な学
習の時間研修会」の依頼があり、先月に続き目白大学人間学部児童教育学科教授の石田好広先生に講
師をお願いしました。参加者は南小学校教員14名他山ノ内中学校より校長先生など4名もご参加い

ただき計19名でした。研修では，ESDのこれまでの経緯と必要性，ESDの構成概念や重視する能力
や態度，グローバル・アクション・プログラム（GAP）と学校教育との関わり，新しい小学校学習指導
要領とESDとの関連，小学校での教科連携と地域の特色を活かしたESD実践，国連持続可能な開発
目標（SDGs）との関わりなど，盛りだくさんの内容について解説いただきました。さらに、南小では、
石田先生には、急遽ワークショップも構想いただき誠にご苦労さまでした。テーマは、「現在の児童
活動をESDカレンダーに落とし込む」というかなり実践的なもので、1時間という短い時間でしたが、
熱心な意見交換がおこなわれて、2学期以降のＥＳＤ活動にめどがついたと先生方には好評でした。
山ノ内の各学校はすでに来年2月3日の信州ESDコンソーシアム成果発表＆交流会に向けて実践活
動がスタートしており今から楽しみです。

8月3日山ノ内町教職員ESD/環境教育野外研修会が開催されました

「ユネスコエコパークの核心地域である志賀高原の信州大学志賀施設の自然観察路を踏査して、悠
久の森の魅力を実感するとともに、児童生徒の今後の教育実践の場としての活用をESDの視点から
探る」を目的として実施された。当日は天気も良く、16名の教職員を渡辺隆一・水谷瑞希が案内した。
学生時代に志賀施設での野外実習を受けた人もあるが当然その中身は忘れている。たっぷり1日の時
間をいただいたので、改めて志賀の自然の素晴らしさとその意味を理解していただけたようである。
ただ、園内での最後の下りでサルの群れに出くわしてしまった。通常なら団体が来ると逃げるのだが
ボス猿は寝そべり脅すと逆に威嚇してきた。サルは弱い者を襲うこともあり、児童などの引率の祭は
安全第一として遠回りではあるが止む無く別ルートを辿ることとした。サルに限らずクマやシカな
ど野生動物との共存は今後の大きな課題でもあることを実感させられた研修であった。

　国境を越えて観光する人の数は
毎年およそ12億人にのぼり、この
15年間で倍増と急成長していま
す。このように膨大な人の移動を
もたらしている観光は、経済と社
会、環境での持続可能な開発に大

きく貢献する可能性を秘めています。国連は、2017年を
「開発のための持続可能な観光の国際年（International 

Year of Sustainable Tourism for Development）」と定
め、観光の役割に対する認識を広めていきます。観光は
開発途上国の経済成長を支え、貧困撲滅や雇用創出につ
ながります。旅先での異文化交流は相互理解を深め、多
様性と平和をもたらします。さらに、自然との触れ合い
を通じて、資源の有効活用や環境に対する問題意識を高

め、地球規模の課題について考える機会を得ることも
できます。また、国連世界観光機関は「訪問客、産業、環
境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の経
済、社会、環境への影響に十分配慮した観光、つまり、
環境、経済、地元社会の３つの側面において適切なバラ
ンスが保たれることが持続可能な観光であり、将来の
観光に影響を与えると考えられる要因について、今、私
たちが解決していかなければ、持続的な観光を続けて
いくことはできません。」と述べています。信州にとっ
ても大きな産業分野である観光においてもSD（持続可
能性）が国際的にも重要な概念になっており、先に紹介
した「国連の持続可能な開発目標：SDGｓ」が世界全体
の様々な産業分野にまで広がり、新しい時代の目標と
なっていることがわかります。

ESD小辞典

持続可能な観光の国際年
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信州ESDコンソーシアムのクリアファイルができました!
ESD研修会やユネスコスクールのお誘いに活用されます。
入用な方はご連絡ください。
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